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育状況に合わせて、2015 年 11 月～ 2016 年 3 月に
2015 年度幼虫調査（地点⑥を除く②～⑬、全 9 回）、
2016 年 4 ～ 5 月に羽化殻調査（地点①～⑫、全 10
回）、同年 5 ～ 7 月に成虫調査（地点①～⑦、全 25 回）、
同年 9 月～ 2017 年 1 月に 16 年度幼虫調査（全地点
月 1 回、全 19 回）を実施した。成虫調査に関して
は、クロサナエの金目川での観察例が少なかったた
め、相模原市緑区青野ヶ原の道志川支流で追加調査







他の齢期の幼虫については一括してDavidius sp.  と
して扱った。2016 年 8 月～ 2017 年 2 月には地点①
～⑫に水温計を設置し、長期的な水温の変化を調べ
た。また、幼虫の高水温耐性を調べるため、地点④
と⑥で採集した F-2 以下の若齢幼虫 42 個体を水温
25℃及び 29℃の条件下で 3 日間ずつ飼育する実験を
行った。
Abstract:  In the Kaname River system, habitat differentiation between two odonate spe-
cies, Davidius fujiama and D. nanus, can be observed. In adults, D. fujiama lives in forested 
areas along the upper stream, and D. nanus lives in open areas along the lower stream. The 
adults mate and oviposit along the watercourses of their respective habitats. The difference of 
oviposition may result in naiad habitat differentiation, which is, however, not so distinct and 
their respective habitats overlap in the boundary area. The naiad habitat extends downstream 
from the oviposition area in each species. The naiads may be transported by strong water flow 
sometimes caused by storms.
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図 1．調査地点．



























図 2．幼虫の齢期構成（2015 年度）． 図 3．幼虫の齢期構成．2016 年度二次～五次調査までの集
計結果．
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図 4．16 年度幼虫調査における地点別の齢期構成比，個体数比較．グラフ縦軸は個体数，横軸は地点．一次調査は 9 ～ 10 月，
二次調査は 10 月，三次調査は 11 月，四次調査は 12 月，五次調査は 1 月に実施．





























地点③～⑥にかけての約 3 km の範囲であった。標
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エが約 390 ～ 160 m の範囲に分布していた。水平
分布ではダビドサナエの方がより広く、垂直分布で
はクロサナエの方がより広かった。クロサナエを観































































－最低水温が、夏季 19 － 15℃、秋季 16 － 11℃、
冬季 14 － 4℃であった。一方、ダビドサナエの終齢
幼虫が多く生息していた地点⑥～⑩では、最高－最
低水温が、夏季 21 － 17℃（地点⑥のみ）、秋季 25
－ 12℃、冬季 20 － 6℃であった。
高水温飼育実験





























































表 5．金目川における 2016 年 9 月～ 2017 年 2 月までの
水温変化
数値は個体数．幼虫は終齢幼虫，殻は羽化殻．
表 6．金目川水系における 2 種の分布状況
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成虫雄の繁殖行動
金目川のダビドサナエ及び道志川のクロサナエの雄
が明瞭な縄張り行動を示したのに対し、金目川のク
ロサナエの雄にはそれが見られなかった。この背景
には、雄の個体密度が影響していると考えられる。
雄の個体密度が高い場所では、他の雄を排除して産
卵適地を縄張りとして確保することが雌を獲得する
上で有利であり、個体密度が低い場所では争いなし
に自動的に産卵適地を確保できるので、縄張り行動
が見られないと推察される。雄の縄張り行動はその
ほとんどが水際で観察されており、雌は交尾相手を
求めて水際に飛来し、産卵適地に縄張りを確保して
いる雄を好むと考えられる。一方、陸域など産卵不
適地にいる雄は好まないのかもしれない。実際に雌
が雄を受け入れてタンデムおよび交尾態が形成され
た場所は、観察された限り全て水際であった。交尾
個体は縄張りを離れた陸域で観察されたが、これは
交尾中に縄張り占有している他の雄からの妨害を避
ける目的があると考えられる。
成虫の遡上産卵行動
羽化した地点や幼虫が多く棲息する地点に産卵する
のであれば、産卵のための移動は僅かであり、移動
コストを抑えられるように思われる。しかし、実際
は終齢幼虫や羽化殻の分布地点よりかなり上流まで
遡り産卵を行う。クロサナエの場合、幼虫の分布の
ピークでは繁殖活動は一切行われず、最上流域まで
遡り、繁殖活動を行う（表 7）。ダビドサナエでは幼
虫の分布のピークでも繁殖活動を行う個体がいるが、
これは少数であり大部分は更に上流で繁殖活動を行
う（表 7）。成虫が上流へ遡上して産卵する習性には、
幼虫の捕食回避戦略が関与している可能性がある。
金目川は上流域の下部から下流へ向かって魚類の種
数が増大する。例えば、砂底に棲息する肉食性のヒ
ガシシマドジョウは、ダビドサナエの分布のピーク
である地点⑥が分布の最上流地点であり、そこから
⑫までの上～中流域で確認されている。このドジョ
ウは幼虫の天敵となっている可能性がある。こうし
た天敵による捕食を回避するためには、天敵が棲息し
ない流域で産卵することが有効であろう。成虫が遡上
して産卵する行動には、捕食回避による幼虫の生存率
上昇という適応的意義があると推察される。
今後の展望
本研究には未だ多くの課題が残されている。棲息地分
化の要因として、幼虫の生育条件は可能性が低いこと
が示されたものの、主因と考えられる成虫の繁殖環境
の条件を明確に評価・定量化するには至らなかった。
また、金目川ではクロサナエの成虫は稀少であり、ダ
ビドサナエと比較した行動生態学的解析ができなかっ
た。羽化を誘発すると考えられる水温上昇を確かめる
には、春季の水温調査が必須である。幼虫の受動的流
下を立証するためには大規模出水の前後で採集調査を
行う必要がある。今後、本研究で示唆された事柄を土
台に 2 種の分布状況を一河川や一水系のみならず、全
国の複数の河川において調査し、それらを比較研究す
ることで、クロサナエとダビドサナエの棲息地分化の
要因が明らかになると期待される。
謝辞
神奈川県立生命の星・地球博物館 主任学芸員 苅部治紀
氏には、道志川支流のクロサナエ調査におけるご指導
はもとより、本研究全般についてのご助言を賜りまし
た。諏訪部昌氏をはじめとする神奈川トンボ調査・保
全ネットワークの皆様には、調査用品や情報のご提供
を賜りました。これらの方々に深く感謝申し上げます。
